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【開催日】 令和７年２月２１日（金） 

【開催場所】 第２委員会室 

【開会・散会時間】 午前９時～午前１１時４５分 

【出席委員】 

委 員 長 奥  良 秀 副 委 員 長 吉 永 美 子 

委 員 中 岡 英 二 委 員 古 豊 和 惠 

委 員 前 田 浩 司 委 員 山 田 伸 幸 
 

【欠席委員】なし 

【委員外出席議員等】 

副 議 長 中 村 博 行   
 

【執行部出席者】 

福 祉 部 長 吉 岡 忠 司   

保 険 年 金 課 長 西 﨑  大 保険 年 金課 主幹 伊 藤 佳 和 子 

保険年金課国保係長 村 田 直 美 保険年金課収納係長 川 村 和 寛 

保険年金課保健事業係長 林  美 由 紀   

福祉部次長兼高齢福祉課長  尾 山 貴 子 高齢福祉課課長補佐 竹 内 広 明 

高齢福祉課技監兼地域包括支援センター  荒 川 智 美 高齢福祉課介護保険係長 見 田 健 治 

福祉部次長兼子育て支援課長 石 田 恵 子 子育て支援課課長補佐 野 村  豪 

建築住宅課主査兼建築係長 山 本 雅 之 建築住宅課主査 石 田 佳 之 

建築住宅課主任技師 明 神 孝 明   
 

【事務局出席者】 

事 務 局 次 長 中 村 潤 之 介 庶 務 調 査 係 長 山 田 寿 実 子 
 

【審査内容】 

１ 議案第２号 令和６年度山陽小野田市国民健康保険特別会計補正予算（第

４回）について 

２ 議案第３号 令和６年度山陽小野田市介護保険特別会計補正予算（第４回）

について 

３ 議案第９号 小野田地区保育所整備事業（建築・機械設備工事）請負契約
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の締結について 

 

午前９時 開会 

 

奥良秀委員長 皆さんおはようございます。ただいまから民生福祉常任委員会

を開会いたします。本日の審査内容はお手元のとおりに進めてまいりま

すので御協力のほど、よろしくお願いいたします。まず、１番、議案第

２号令和６年度山陽小野田市国民健康保険特別会計補正予算（第４回）

について、執行部より説明を求めます。 

 

西﨑保険年金課長 それでは、議案第２号令和６年度山陽小野田市国民健康保

険特別会計補正予算（第４回）について御説明いたします。今回の補正

は、主に決算を見込んで予算額を調整するものです。補正予算書の１ペ

ージをお開きください。歳入歳出それぞれ５１０万２，０００円を追加

し、予算総額を７２億４，５２９万８，０００円とするものです。それ

では歳出から説明しますので、補正予算書の９、１０ページをお開きく

ださい。２款保険給付費、４項出産育児諸費、１目出産育児一時金、１

８節負担金、補助及び交付金、出産育児一時金３５０万円の減額は、出

産育児一時金について、当初予算では２７件の支給を予定していました

が、年度末までの支給実績を２０件と見込み、７件分を減額するもので

す。３款国民健康保険事業費納付金、１項医療給付費分、１目医療給付

費分につきましては、歳出額の補正はありませんが、他の予算の補正に

伴う財源更正を行っております。次に、４款保健事業費、１項保健事業

費、１目疾病予防費のうち、１２節委託料、検診委託料１２７万１，０

００円の減額は、がん検診に係るもので、今年度の受診者の実績を見込

み、予算を減額するものです。同目１８節負担金、補助及び交付金、脳

ドック検診補助金１４５万３，０００円の減額は、当初予算では１８０

件の交付を予定していましたが、受診の申込みが減少したため、支給実

績を１１９件と見込み、６１件分を減額するものです。続いて、同款２

項１目特定健康診査等事業費、１１節役務費手数料７万８，０００円の
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減額は、特定健診委託料の減額に伴い、国保連合会へ支払う審査等手数

料を減額するものです。同目１２節委託料、特定健診委託料３２２万７，

０００円の減額は、特定健診及び特定保健指導の受診実績の見込みによ

るものです。特定健診については、当初予算では受診者を４，４００人

と見込んでおりましたが、実績見込みが４，１００人となり、特定保健

指導については２００人と見込んでおりましたが、実績見込みが９０人

となったため、予算を減額するものです。次に、５款１項１目基金積立

金、２４節積立金５８万２，０００円の増額は、歳入にも関連しますが、

国民健康保険基金の預金利率の上昇による利息の増額分を同基金に積み

立てるものです。１１ページをお願いします。６款１項３目保険給付費

等交付金償還金、２２節償還金、利子及び割引料、償還金１，４０１万

１，０００円の増額は、過年度に県から交付を受けた保険給付費等交付

金等を返還するためのものです。内訳としては、今年度において被保険

者から返納された療養諸費返納金等によるものが２，２００万円、令和

６年２月診療分差額によるものが５００万円、令和５年度保険者努力支

援分の額の確定に伴うものが２０１万１，０００円、合計２，９０１万

１，０００円の返還が必要となることから当該予算を増額するものです。

４目その他償還金の３万８，０００円の増額は、令和５年度出産育児一

時金臨時補助金の精算に伴う償還金です。続いて、歳入について御説明

します。７、８ページをお願いします。６款財産収入、１項財産運用収

入、１目利子及び配当金５８万２，０００円の増額は、歳出でも説明し

ましたが、国民健康保険基金の預金利率の上昇による利息の増額による

ものです。７款繰入金、１項他会計繰入金、１目一般会計繰入金４８６

万２，０００円の減額は、一般会計からの繰入金の額の確定等によるも

のです。内訳として、１節保険基盤安定繰入金（保険料軽減分）３２２

万３，０００円の減額、２節保険基盤安定繰入金（保険者支援分）８９

万９，０００円の増額、３節未就学児均等割保険料繰入金、２３万９，

０００円の減額、５節産前産後保険料繰入金１２万９，０００円の減額

は、いずれも額の確定によるものです。６節出産育児一時金繰入金は、

歳出の出産育児一時金の減額に伴い、繰入基準の３分の２相当額２３３
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万３，０００円を減額するものです。８節その他一般会計繰入金、国民

健康保険負担軽減対策繰入金、２６万６，０００円の増額及び福祉医療

助成対策繰入金、１０万３，０００円の減額は、福祉医療費助成事業に

係る国庫負担金減額相当額の確定によるものです。続いて、同款２項基

金繰入金、１目国民健康保険基金繰入金、６１万８，０００円の減額は、

歳入歳出の増減に伴い、予算の調整のため基金繰入金を減額するもので

す。これにより、歳出の預金利息の基金積立金と合わせて、今年度末の

予算上の国民健康保険基金の残高は６億８，０３６万４，１６９円とな

ります。次に、９款諸収入、３項雑入、２目返納金、１節療養諸費返納

金２，０００万円の増額は、過年度に行った保険給付について、今年度

中に被保険者から返納された療養諸費返納金の実績により増額するもの

です。３目雑入、１節雑入１，０００万円の減額は、令和５年度の保険

給付費差額返還金の額が確定したことによるものです。なお、これらの

予算により収入した返納金等については歳出で説明しました、保険給付

費等交付金償還金により、同額を今年度中に県に返還することになりま

す。説明は以上です。御審査のほどよろしくお願いします。 

 

奥良秀委員長 執行部からの説明が終わりましたので、質疑を求めたいと思い

ます。歳出のほうから進めてまいりたいと思います。９ページ、１０ペ

ージ、１１ページ、１２ページから質疑をお願いします。 

 

山田伸幸委員 出産育児一時金が、２７件予定で２０件ということなんですけ

れど、通年は大体どれぐらいで推移しているんでしょうか。件数で言っ

てください。 

 

村田保険年金課国保係長 出産育児一時金の近年の件数について説明します。

過去３年分について報告します。令和３年度は２２件、令和４年度は１

２件、令和５年度は２０件となっております。令和６年度については１

月末現在で１８件となっております。 
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山田伸幸委員 これは、国民健康保険の被保険者に限られていると思うんです。

２０件程度が本市の国民健康保険の出産に関わる給付一時金を受けられ

た方というのは、何か非常に少ないイメージですけれど、どうなんでし

ょうか。市として何か考えておられることはありますか。 

 

西﨑保険年金課長 これは、子供が生まれるときの出産育児一時金ということ

で、当然国民健康保険だけじゃなくて社会保険も同じ金額を出産される

方にお支払いするものです。市の出生数にも影響すると思いますので、

出生数を調べると令和３年度以降の出生数は大体３２０人ぐらいです。

その中で国民健康保険の被保険者の方ということで、数字を見ますと国

民健康保険の中の２０代、３０代の被保険者数の方が大体５００人弱ぐ

らいですので、その割合からすると大体年間２０人ぐらいの子供の出生

に伴って一時金を払っているということになります。やはり子育て支援

とか、少子高齢化も影響しています。この出産育児一時金も子育て支援

策の一つの政策として捉えていますので、なかなか出生数を上げるとい

うのは国民健康保険の中では難しいんですけれども、生まれた方には正

確に支給していきたいと思っております。 

 

古豊和惠委員 ４款疾病予防費の委託料とその下の脳ドックの補助金、それか

ら特定健診委託料もそれぞれ減っています。国民健康保険の方の対象者

数は何人なのでこのぐらい要るだろうということで予算を立てられたん

だと思うんです。何人ぐらいが対象で、何人ぐらいが受診されて、その

減った理由をどのように考えていらっしゃるかお尋ねします。 

 

奥良秀委員長 脳ドックは、当初予算１８０件で、１１９件という実績数値は

もらっています。だから、もらっていないがん検診の数値を教えていた

だければと思います。 

 

林保険年金課保健事業係長 がん検診の委託料についてですけれども、こちら

のがん検診自体は、事業としては健康増進課が実施している事業になり



 6 

ます。保険年金課としては、国民健康保険の被保険者の方の自己負担分

をお支払いするという形で、がん検診の受診率の向上のために実施して

いるものになります。当初の見込みとしては、各がん検診の項目ごとに

見込んでいまして、全体としては、７，０００人程度が受診する予定と

なっていたんですけど、今回は実績を基に見込んだところ、がん検診で

増加と減少がそれぞれ見込まれまして、トータルで見ると２５０人から

３００人程度受診者が少なかったので減額補正しているところです。 

 

奥良秀委員長 大体７，０００人ぐらい受ける予定が、２５０人ぐらい減った

ということでよろしいんですか。(「はい」と呼ぶ者あり) 

 

古豊和惠委員 ２５０人程度の受診者が減った理由は分かっているんですか。 

 

林保険年金課保健事業係長 理由は明確にはないんですけれども、傾向としま

しては、前年度と同じぐらいの受診者はいらっしゃいます。受診率とし

ては大体前年度と同じぐらいで、乳がん検診は前年度からちょっと増え

ているぐらいで、それ以外がほぼ横ばいの状態です。実績から見ると、

個別検診と集団検診をそれぞれ行っているんですけど、集団検診の件数

が若干減っているという傾向が出ています。 

 

奥良秀委員長 集団健診が減った理由は何かありますか。 

 

林保険年金課保健事業係長 こちらもはっきりとした理由は分かりません。こ

ちらはがん検診と特定健診も一緒に集団検診を実施しているんですが、

特定健診を見てみると、大体コロナ禍の時期を契機に集団健診の件数が

減少していまして、それ以降集団検診の件数が減ってから元に戻ってな

いような状態が続いています。 

 

奥良秀委員長 戻っていない理由は分かりますか。 
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林保険年金課保健事業係長 明確な理由は、はっきり分かりません。コロナ禍

の機会に、それまで集団健診を受けられていた方が医療機関で受けるよ

うになって、それが習慣となったのではないかと考えています。 

 

奥良秀委員長 分かりました。その他、ありますか。 

 

山田伸幸委員 今、せっかく疾病予防費のことをやっているので、そこをお聞

きします。脳ドックのことです。１８０件を見込んでいたということな

んですけれど、６１件ぐらいその見込みよりも足りない。私のイメージ

として、脳ドックは募集をすればすぐ埋まるというイメージだったんで

すけど、最近はそういうふうになっていないということなんでしょうか。 

 

林保険年金課保健事業係長 令和元年度から脳ドック事業を実施しておりまし

て、確かに例年、定員を超える応募があったんですが、令和５年度は、

定員１８０名のところ、申込みが１６７名となっていました。今年度は、

定員１８０名のところ、申込みが１２６名で、そのうちキャンセルがあ

ったので、見込みが１１９名となっています。 

 

山田伸幸委員 この脳ドックは、やはり大変多くの方が関心を持っているとい

うイメージを私も持っておりました。先日あることで私自身も脳の検査

を受けたんですけれど、やはり定期的に受けるということで、健康寿命

の延伸にもつながると私自身も考えておって、非常に大事なことだと思

います。この１８０件は、全てどこかの決まった受入れ先でやっておら

れるんでしょうか。 

 

林保険年金課保健事業係長 医療機関ごとに定員を設けていまして、そちらに

委託をお願いしています。 

 

山田伸幸委員 受けておられる医療機関というのは何件ぐらいあって、何件ず

つ入る予定にされているんでしょうか。 
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林保険年金課保健事業係長 令和６年度は、５医療機関に委託していまして、

そのうち市内の医療機関でそれぞれ５０件と４０件、市外の医療機関で

３０件ずつやっています。それぞれの内訳を言いますと、山陽小野田市

民病院が４０件、労災病院が５０件、市外のセントヒル病院が３０件、

下関市立病院が３０件、下関医療センターが３０件になります。 

 

山田伸幸委員 個人病院でも脳ドックができるんじゃないかなと思うんですけ

ど、個人病院では受けておられないということですか。 

 

林保険年金課保健事業係長 実施可能な医療機関をいろいろ探してみたんです

が、個別の医療機関ではなかなか難しいということで、実施ができてお

りません。 

 

奥良秀委員長 その他、委員の質疑を求めます。 

 

中岡英二委員 先ほどから特定健診の受診者が増えてないと。コロナ禍前から

増えてないということなんですが、やはりこの特定健診の受診者にどの

ようにＰＲされているのか。 

 

林保険年金課保健事業係長 大きなところとしましては、毎年、対象者の方に

は受診券をお送りするようになっていますので、対象の方には、特定健

診があるということは認知していただいていると思います。そのほか、

ポスターの掲示であったり、チラシの配布であったりもあります。県の

事業としてテレビＣＭをしていたり、あとは医療機関に周知をお願いし

たりして、周知広報を図っているところです。 

 

中岡英二委員 いろいろ考えてみると、この特定健診が進まない理由というの

は特定健診の重要性を市民が理解してないとか、経済的な負担があると

か、市民の健康状態の認識が薄いとか。やはりそういうところを重点的
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にポスターとかチラシとか、ＣＭとかでされているのか。 

 

西﨑保険年金課長 今、委員おっしゃられたことはもっともなことでございま

して、私たちも認識しておるところでございます。特定検診というのが、

我々の命題である医療費の適正化であるとか、健康寿命の延伸という一

番のスタートの部分の事業ですので、いろいろな取組をしているんです

けれども、当然受診されてない方には受診される方の特性に合わせた勧

奨通知をはがきで送ったりもしています。これは委託しているんですけ

れども、大手の実績もあるところなので、そういったところの委託をす

ることで少しずつではありますが受診率は上がっていますので、効果は

あると私どもは考えています。受診されてない方で多いのが、病院に定

期的にかかっていて、特定健診を受けてないという方が、大体３割ぐら

いいらっしゃるんです。自分は定期的に病院にかかっているから、健診

を受けなくてもいいよというような認識というのがあります。これは全

国的にもそういう傾向があるんですけれども、そういった中でもやはり

健診を受けていただきたいので、個別のクリニックといいますか、個人

病院の先生方にかかりつけの患者の方に特定健診を勧奨していただきた

いというアンケートを取ったり、お願いもしております。今後は、かか

りつけ医にはかかっているけども検診を受けてない方にも重点的に勧奨

していきたいと考えております。 

 

中岡英二委員 分かりました。本年度は４，１００人と見込んでいるというこ

となんですが、毎年どれぐらいの受診者を見込んでおられますか。目標

受診者というか、目標という言葉おかしいですけど。 

 

奥良秀委員長 目標は４，４００人ではないですか。 

 

西﨑保険年金課長 受診者は予算に反映させていますので、令和６年度の特定

健診の受診率の目標が４０％です。毎年度２％ずつ上げていきたいとい

う目標は持っています。 
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前田浩司委員 先ほど脳ドック検診の５医療機関の人数枠の話がありましたけ

れども、その中で一番高い受診の医療機関と一番低い受診率の医療機関

を教えていただければと思うんです。 

 

西﨑保険年金課長 先ほど医療機関ごとの定員をお知らせしたと思いますけれ

ども、やはり市内の病院の人気が高いといいますか、市内の病院は埋ま

ります。下関とか宇部とかの病院はやはり遠方なので、申込みが少ない

という状況です。申込みの件数といいますか、補助金の支給件数を増や

したいので我々はいろいろ病院とも掛け合ったり、特に市内の病院は定

員を増やしていただきたいというお願いもさせていただいたりしている

ところです。やはり市内の方なので、市内の病院に受けていただくとい

うのが本来の姿だと思います。でも、脳ドックの先生が検査をしますの

で、年間のキャパが決まっています。その中で国民健康保険の方を多く

増やしてほしいっていうのは、なかなか病院もできないそうです。なの

で、そういった中でも、過去はそういった市外の病院でも受けられる方

がいらっしゃいましたので、いろんな周知もどんどんやっていきたいと

思っていますし、例えば申し込みやすい電子申請といったもので増える

ような取組を今後はやっていきたいと思っております。 

 

奥良秀委員長 質疑で、受診率の高いところと低いところというお話があった

んですが、そういうデータということでの回答はいかがでしょうか。 

 

林保険年金課保健事業係長 もともとの申込みのときに、医療機関を選んでい

ただくようにはなっておらず、こちらで振り分けをさせていただき、市

内の病院を優先的に受診していただくような形になっています。今年度

は、労災病院と市民病院については定員がいっぱいで受診していただく

ような形になっています。ただ、市外の医療機関になってしまった方は

キャンセルが多いというような事実があり、市外の病院は受診が少なく

なっています。 
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前田浩司委員 基本的には地元で受けたい方が多いので、そこから埋まってい

きますと、結局市外の宇部市と下関市については、交通手段とかのその

辺が控えられる要因になっているのかなという理解でよろしいんでしょ

うか。 

 

西﨑保険年金課長 そのとおりです。 

 

古豊和惠委員 先ほどの特定健診の７，０００人程度で２５０人ぐらいが減っ

た理由は、３割は自分で病院に行かれているので、その方たちは受診さ

れないという話でした。では、残りの方たちは、隔年でも受けていれば

いいんですが、多分追跡調査とかもされているんでしょうし、ずっと受

けてらっしゃらない方もいらっしゃると思うんです。そういう方たちは

どのぐらいの人数がいらっしゃって、どういう対応を取られているのか。 

 

林保険年金課保健事業係長 未経験者というのが分類上、３年特定健診を受け

てない方というところで、令和６年度は６割程度が未経験者となってい

ます。 

 

古豊和惠委員 ６割程度の方が受けてないってことでよろしいんですね。（う

なずく者あり）そうすると、その方たちは、その前３年間受けてない可

能性もあるわけですか。 

 

西﨑保険年金課長 ３年より前は追えてない状態です。データを拾えば、どの

ぐらい受けてないかっていうのは、チェックできると思うんですけれど

も、担当が言いましたように、３年間受けてないっていう方を未経験者

として定義しまして、そういう方はなかなか健診を受けられる意欲がな

いので、先ほど言ったいろいろな勧奨方法によって、全く未経験の方に

は、その検診の重要性とかの勧奨もします。不定期といいまして、１年

おきの方もいらっしゃいます。そういう方に対してはそれに応じた勧奨
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します。あと、受けられる方も、特定健診受診率を増やす上で重要なの

が、連続して受診していただくことです。なので連続の健診の方が不定

期にならないように、毎年受けていただくような取組もしますし、そう

いった連続を受けておられる方と不定期の方と未経験の方、それぞれの

特性に合わせた受診の勧奨をやっております。 

 

古豊和惠委員 やはり健診の重要性っていうのは先ほど山田委員も言われまし

たけれど、本当に大切だと思うんです。ですから、その勧奨をどこまで

されているのかはまだよく分かりませんけれども、やはり一度も受けて

らっしゃらない方っていうのは、非常に危険であると考えるわけです。

ですからその方たちもしっかりと対応していただきたいと思いますが、

いかがでしょうか。 

 

西﨑保険年金課長 委員のおっしゃるとおりでございまして、特定検診も受け

てなくて、我々には病院にかかったことの分かるレセプトという情報も

ありますので、全く病院もかかってなくて、健診を受けてない方、いわ

ゆる健康不明者という言い方をしますけれども、そういった方々に対し

ては、保健師等もおりますので、健康増進課等とも協力しながら、健康

状態が分からない方には訪問等をしたりして、状況確認をさせていただ

いております。 

 

奥良秀委員長 先ほどから行ったり来たりしておりますので、予算の目から絞

っていきたいと思います。最初に、出産育児一時金から言ったほうがい

いと思いますので、一時金について質疑を求めます。よろしいですか。

(「はい」と呼ぶ者あり)その次、医療給付金給付費分の財源の入り繰り

については、いいですか。(「はい」と呼ぶ者あり)疾病予防費について、

質疑はほかにありますか。４款１項１目です。 

 

山田伸幸委員 特定健診の受診率については、先ほど言われた４０％というの

は県下では今でもトップクラスなんでしょうか。 
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奥良秀委員長 今の４０％というのは、その次の特定健診のほうだと思います。

今は、４款１項１目疾病予防費を行っています。今、言われたのは４款

２項１目です。 

 

吉永美子副委員長 この脳ドックについての必要性を感じておられるからこそ

始められたと思うんですけども、この脳ドックの申込みができる期間は

いつからいつまでになっていましたか。まずは確認です。 

 

林保険年金課保健事業係長 令和６年度は５月初めから５月１７日までを申込

み期間としていまして、申込みが８５名だったので、再度追加の募集を

７月の初めから７月１６日まででしまして、４１名の申込みがありまし

た。 

 

吉永美子副委員長 その期間が短い理由は、何があるんですか。 

 

林保険年金課保健事業係長 まず、広報紙での周知で、５月１日からになって

いるんですけれども、あとは、脳ドック自体が６月からの受診となって

いまして、病院に受付の名簿などを渡す関係で、この締切りの設定とな

っています。 

 

吉永美子副委員長 やはり脳ドックを受けていただきたい必要性を感じられて、

始めたと思うんですが、何を言いたいかと言ったら、特定健診のこの紙

が来るでしょう。その中に歯周病の紙はあるんですけど、脳ドックとい

うのは、こんなのをやっていますっていうのがないから―だからそう

いう健診を受けようじゃないかっていうことであれば、特定検診の中に

入れられることも大事じゃないかなと思ったので、時期を聞かせていた

だいたんです。特定健診の通知が来るじゃないですか。そのときに入れ

ることは不可能ということですか。 
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林保険年金課保健事業係長 特定健診の受診券の発送を５月中旬にしているの

で、どうしても間に合わないので入れていないような状態です。 

 

吉永美子副委員長 無理ということですね。前は待ちが出たぐらいだったでし

ょう。今は落ちていて、ある程度行き渡った部分もあるかもしれないん

ですが、やっぱり減っているという実態を考えると、減っていっていい

と思っていれば、それでいいんですよ。だけど、そうじゃないって思わ

れるんであれば、この時期を考えることも必要じゃないかと思うんです

が、いかがでしょうか。募集時期です。 

 

西﨑保険年金課長 副委員長がおっしゃられることは私も感じていまして、募

集期間が短いと。というのは、募集が終わった後に、医療機関を分配し

たりして受診者を決めるんですけれども、病院も、年間で定員を確保し

ているので、あまり遅くなると病院も割当てができないんですよね。な

ので、短い募集期間で早めに決めて病院にも人数を渡すと。それと、年

間で病院は押しなべて、国保の方が受けられるようにしていただきます

ので、特に市内の病院ですね。ただ先ほど言いましたけど市外の病院に

枠があるので、同じ募集の期間にすると、せっかく枠を取っていただい

ているのにもったいないんですよね。なので、今年は年２回の応募にし

ましたけども、それでも定員が割れて、なかなか応募する方がいらっし

ゃいませんでした。もう少し下半期といいますか、ちょっと病院の調整

が要ると思いますけれども、下半期になって受けたいってなったときに

受けられるような体制ができればなと思っていますので、令和７年度は

少し考えていきたいと思っております。 

 

吉永美子副委員長 先ほど御答弁がなかったので、だからこそ、特定健診の受

診券が来るときにそれを考えていただけますかっていうことです。 

 

西﨑保険年金課長 はい、考えます。ただ、先ほど言いましたとおり、市内の

病院は５月中に埋まってしまうので、そういった周知の仕方は大変難し
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いんですけれども、少し考えてみたいと思っております。ありがとうご

ざいます。 

 

山田伸幸委員 広報紙による募集案内は５月１日号になるんですかね。 

 

西﨑保険年金課長 ５月１日号です。 

 

山田伸幸委員 以前は２週間ごとにあったから、もっと広くできたと思うんで

すけど今、その前って言ったら４月１日号になりますからね。ただ、脳

ドック需要はあると思うんですよね。しかも、この脳ドックを受診する

ことによって、かなりのところで異常といいますか、再検査というのが

出てくるんじゃないかなと思うんですけれど、再検査の発生率といいま

すか、そういうのは分かっているでしょうか。 

 

林保険年金課保健事業係長 令和６年度はまだ実施途中ではありますが、現在

受診者数が１１０名のところで、要精密検査となった方が１名だけいら

っしゃいます。 

 

奥良秀委員長 その他、質疑を求めます。（「なし」と呼ぶ者あり）その次、

４款２項１目の質疑を求めます。 

 

吉永美子副委員長 先ほど報告があった保健指導で、これが２００件を想定さ

れていて、それが９０件になってしまったということで、これまでの実

績からすると、やはり減ってしまったということになりますでしょうか。

減ったことがそれだけ保健指導の必要がなかったっていういい方向なら

いいんですけど、どういうふうに感じておられるかお聞きします。 

 

林保険年金課保健事業係長 保健指導の対象者は、特段減少はしてないんです

けれども、保健指導実施率自体は上がっている状態です。ただ当初の見

込みよりは少なくなったということです。 
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奥良秀委員長 見込みが多かった。もう一度答弁お願いします。 

 

林保険年金課保健事業係長 保健指導の対象者自体は、減ってはいないんです

けれども、保健指導実施率自体は上昇しています。令和４年度に比べて

令和５年度は実施率がもともと６％だったのが、１０.２％に上がってい

まして、令和６年度も同程度の見込みにはなっているんですけれども、

当初の予定よりは少なかったので、今回減額補正しているところです。 

 

山田伸幸委員 先ほどの脳ドックでもそうなんですけれど、やはりこういった

特定健診を受けることによって、先ほど、医療費抑制効果ということを

言われたんですけれど、その実感としてこの検診をやることによる効果

についてはどのように考えておられるんでしょうか。 

 

林保険年金課保健事業係長 特定健診を受診していただくとやはりその他の保

健事業につながるっていうところが大きいものになります。これ、先ほ

ど申し上げた特定保健指導もそうですけれども、他の糖尿性腎症の重症

化の予防の保健指導といった事業を行っていますので、そちらにつなげ

て、皆さんの健康の増進に寄与しているところだと思っています。 

 

奥良秀委員長 その他、質疑を求めます。６％の実施率っていうのは、どのよ

うにお考えですかね。実績値としては上がっているって言われるんです

が、もともとが低いような感じがします。いかがでしょうか。 

 

林保険年金課保健事業係長 おっしゃるとおり、もともとがとても低いので、

これからも、令和７年度の目標値としては１５％を掲げていまして、そ

ちら達成に向けて実施率の向上に努めてまいりたいと思います。 

 

山田伸幸委員 今、言われたのは保健師が訪問する保健指導だと思うんですけ

れど、これに当たられている保健師は今、何名ぐらいいらっしゃるんで
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しょうか。 

 

林保険年金課保健事業係長 特定保健指導自体は、事業所に委託している部分

と、各医療機関に委託している部分がありまして、それぞれで実施して

いるような形になります。 

 

奥良秀委員長 それぞれっていうのが、委託業者が何者とか、そういう答弁は

できるでしょうか。 

 

林保険年金課保健事業係長 委託業者は１者なんですけれども、医療機関につ

いては、市内の医師会に加盟されている中で受託をしていただくところ

にお願いしています。 

 

奥良秀委員長 医師会でいいですかね。（うなずく者あり） 

 

山田伸幸委員 今、言われた保健指導は訪問指導されているんですかね。医療

機関ということになると、医療機関を訪れてきた人に対する指導をして

いるということなんでしょうか。 

 

林保険年金課保健事業係長 対象者の方と調整しまして、委託している部分に

つきましては市役所であったり、保健センターであったりというところ

に来ていただいて実施している部分もありますし、医療機関においては

医療機関に来ていただくような形になります。 

 

吉永美子副委員長 保健指導は、最初に書く問診があるじゃないですか。その

下に保健指導を受けますかっていうのがありますが、それですか。 

 

林保険年金課保健事業係長 問診表に確かにそういった項目はあるんですけれ

ども、特定健診の結果に応じて対象者を抽出して、対象者の方に実施す

るような形になります。 
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吉永美子副委員長 今、６％っていう話があって、保健指導を受けますかは、

全く関係ない、反映されるものではないと。一番下にありますよね。あ

れは全く関係ないんですね。 

 

林保険年金課保健事業係長 その方たち全員にしているわけではないです。 

 

奥良秀委員長 では特定健診委託料まで終了しますが、よろしいですね。（「は

い」と呼ぶ者あり）基金積立金の質疑はよろしいですか。（「はい」と

呼ぶ者あり）一つほど、利率が変わったっていう話なんですが、幾つか

ら幾つに変わったんでしょうか。 

 

村田保険年金課国保係長 計算上０．１５％です。  

 

奥良秀委員長 何パーセントから何パーセントに変わったかという質疑です。 

 

村田保険年金課国保係長 年度当初、０．００１％で見ていたものが０．１５％

に変わりました。 

 

奥良秀委員長 かなりパーセンテージが上がったと思うんですけど、この理由

は何かあるんですか。 

 

西﨑保険年金課長 理由につきましては現在の社会情勢によるものです。普通

預金の利率も上がっていますので、それによるものです。 

 

奥良秀委員長 分かりました。では、９ページ、１０ページ終わりまして、１

１、１２ページの最後の６款１項３目、４目、こちらの償還金の質疑は

ありますか。 

 

山田伸幸委員 特定財源の中で今回諸収入が１，０００万円減になっています
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よね。１，０００万円減だったのは、先ほど説明ありましたか。 

 

奥良秀委員長 この１，０００万円減の説明をもう一度お願いします。 

 

伊藤保険年金課主幹 歳入の７ページ、８ページを御覧いただけますでしょう

か。９款３項３目の雑入の部分で、１，５１６万円を１，０００万円ほ

ど減額しております。これ毎年２月分の診療報酬というのが、年度をま

たいで精算する関係で一旦払っていた診療報酬部分のお金が戻ってくる

という保険給付費に関するルール的なものなんですが、それが国保連か

ら返ってきますので、そのお金が確定したことによって、１，５００万

円ほど枠を取っていたんですが、５００万円で計算することになります

ので、１，０００万円ほど減額したということです。 

 

奥良秀委員長 その他、質疑はありますか。 

 

山田伸幸委員 先ほどの説明の中で、償還金、利子及び割引料の１，４１１万

円の出し入れがあったんです。言葉が正確ではないかもしれませんけれ

ど、保険者努力分というやつですかね。これが２０１万円増えたんです

か、減ったんですか。２０１万円ということだけは聞き取れたんですけ

ど。 

 

伊藤保険年金課主幹 減っております。 

 

山田伸幸委員 この保険者努力分というのは、山陽小野田市が例えば保険料徴

収だとか、そういったところで頑張った分の評価と認識しているんです

けれど、何か要因はあるんでしょうか。 

 

伊藤保険年金課主幹 これが事業費そのものに係る補助を頂いている部分で、

昨年度、事業の実施がそこまで至らなかったので、額が確定しまして返

還をするということになっております。 
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山田伸幸委員 至らなかったというのはどういった事業なんでしょうか。 

 

林保険年金課保健事業係長 こちらの対象になっています事業が、国保シェイ

プアップ事業と特定健診の未受診者の対策事業と糖尿性腎症の重症化予

防の事業になっていまして、当初の見込みでは、国保シェイプアップジ

ムの事業の参加者数を１６０名と見込んでいたところ、４１名だったと

いうことであったり、特定保健指導の未利用者の対策として３００名を

見込んでいたところが、１３４名になっていたり、あと糖尿病性腎症の

重症化予防の保健指導の対象者を１５名と見込んでいたところ、修了者

としては６名となったということがあったので、実際の事業費が少なく

なったので減額となっています。 

 

奥良秀委員長 その他、質疑を求めます。歳出はよろしいでしょうか。（「な

し」と呼ぶ者あり）では、歳入に移ります。 

 

中岡英二委員 さっき基金の残高で、国民保険料６億８，０００万円幾らと言

われたんですが、これ減少傾向なのか、増加傾向なのか。 

 

西﨑保険年金課長 基金残高でございますが、先ほど申しましたとおり、令和

６年度の予算上の残高が６億８，０００万円になります。ちなみに令和

元年度は１０億２，９００万円ありましたので、３割ぐらい減っており

ます。令和７年度予算審査がまだですけれども、減る見込みです。やは

り基金を繰入れして保険料の推移といいますか、保険料を少し下げて維

持しているような状態ですので、この傾向は続く見込みとなっておりま

す。 

 

山田伸幸委員 この保険料の納入率が大きく影響してくるので、そういった今

後の基金の残高のバランスも見ながら基金を取り崩しておられるんだと

思うんですけれど、一度ゼロになったこともあって、非常に保険料が高
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くなって、結局納付率にも影響してきたという過去の苦い経験も私は見

ております。そういったところで、今回もまた２億円から２億５，００

０万円ぐらいは取り崩さないと、保険料の維持、もしくは若干の値上げ

をとどめるということにはならないと思うんですけど、最終的にこの程

度は確保しておきたいというのは、市としてどの程度のラインを考えて

おられるでしょうか。 

 

西﨑保険年金課長 過去にも同様の質問を頂いておりまして、いろいろその

時々に応じて最適な答えをさせていただいているんですけれども、やは

り、２億円ぐらい毎年取り崩して保険料を維持し、ほかの事業を維持し

ているんですけれども、やはり単年度２億円ということは、その場合、

２倍から３倍ぐらい持っておかないと安心できないというところもあり

ますので、そういった状況を見ながら、令和６年度は保険料率を少し上

げさせていただきました。これも申したと思いますけれども、２年、３

年おきぐらいのそういった見直しは、やはりやっていかないと、財政が

継続できないかなと考えております。 

 

奥良秀委員長 幾ら置いているかは言えない。２倍、３倍ぐらいってことでい

いですかね、答弁は。（うなずく者あり） 

 

山田伸幸委員 となると、そろそろ底が見えてきたと思わざるを得ないんです。

そうは言っても、保険料の納付率が先ほど出た努力支援分の反映にも関

わってくるっていうのは、これまでずっと口を酸っぱく言われてきたと

ころです。そこでもやはり、市民の負担も考慮しつつやっておられると

思うんです。ところが被保険者そのものの減少もかなり進んできたんじ

ゃないかなと思われ、今の２億円の取崩しで、今年度はやってきたわけ

ですけれど、若干の値上げをした今年度は、納付率では下がったのか上

がったのか、その辺分かっていればお答えください。 

 

川村保険年金課収納係長 １月末の収納率なんですけどけれども、現年度分は、
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収納率が７２．９％ということになっております。昨年とほぼ変わらな

い水準で納付していただいております。ここから先も落ちないように納

付の勧奨を進めていこうと思います。 

 

山田伸幸委員 県で見ていくとやはり山陽小野田市の納付率は非常によく頑張

っているなというのをいつも感心しながら、担当課の努力を非常に高く

評価をしておるんですけれど、やはりこの保険料が上がったところでは

どこも落ちているんですね。そこでは今年どうだろうかと非常に注目し

ておるんですけれど、今後といってももうあと１か月しかないんですけ

れど、何か昨年度と同様な納付率を維持するための努力は何か考えてお

られるんでしょうか。 

 

川村保険年金課収納係長 現在、現年度を中心に未納のある方に、電話や通知

を送って、年度内に納付していただくように勧奨を行っているところで

す。 

 

奥良秀委員長 その他、歳入のところで質疑はありますか。（「なし」と呼ぶ

者あり）以上で質疑を終わります。討論を求めます。討論はありますか。

（「なし」と呼ぶ者あり）以上で討論を終わります。それでは採決に入

ります。議案第２号令和６年度山陽小野田市国民健康保険特別会計補正

予算（第４回）について、賛成の方の挙手を求めます。 

 

（賛成者挙手） 

 

奥良秀委員長 全員賛成で可決すべきものと決しました。職員入替えのため暫

時休憩します。開会を１０時１０分からといたします。それでは休憩に

入ります。 

 

午前１０時００分 休憩 
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午前１０時１８分 再開 

 

奥良秀委員長 休憩を解きまして、委員会を再開いたします。機器の不具合の

ため時間が多少遅れました。審査内容２、議案第３号令和６年度山陽小

野田市介護保険特別会計補正予算（第４回）について、執行部からの説

明を求めます。 

 

尾山福祉部次長兼高齢福祉課長 それでは、議案第３号介護保険特別会計補正

予算（第４回）について御説明します。補正予算書の５、６ページをお

開きください。まず、上段の歳入から御説明します。６款１項１目利子

及び配当金５８万２，０００円の増額は、介護給付費準備基金積立金の

預金に対する利率が大きく上昇したことに伴うものです。次に下段の歳

出、４款１項１目基金積立金は、歳入で御説明した利子及び配当金５８

万２，０００円分を特定財源として介護給付費準備基金に積み立てるも

のです。以上がこのたびの補正予算の内容となります。御審査のほどよ

ろしくお願いいたします。 

 

奥良秀委員長 執行部からの説明が終わりましたので質疑を求めます。 

 

山田伸幸委員 先ほど国民健康保険でも利率をお聞きしました。介護給付費準

備基金の利率についても、上昇前と上昇後のことを教えてください。 

 

竹内高齢福祉課課長補佐 国民健康保険のものと同じになるんですが、当初予

算時が０．００１％で、このたびの補正では０．１５％で算出しており

ます。 

 

山田伸幸委員 期間は４月１日から３月３１日までということでよろしいんで

すか。それとも、計上された分は、金融機関が決めた日に来るんでしょ

うか。 
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竹内高齢福祉課課長補佐 預金利子につきましては、年２回つくようになって

おります。８月と２月の２回です。８月時点の利率０．０２％で算出さ

れておりますので、ちょうど半分半分という形になろうかと思います。 

 

山田伸幸委員 この結果、基金残高はどれくらいの見込みなんでしょうか。 

 

竹内高齢福祉課課長補佐 令和６年度末において、６億８，０５１万５３３円

を見込んでおります。 

 

山田伸幸委員 基金について、介護保険を３年間維持するためにはこの程度は

必要ということで持っておられたと思うんですけれど、どの程度の額を

保持しておきたいという思いがあるんでしょうか。 

 

尾山福祉部次長兼高齢福祉課長 適正額についてはこれまでも質問していただ

いております。介護保険の積立基金は、例えば社会情勢の変化等によっ

て、介護給付費が急激に５％増加しても耐え得る状態とするということ

を最低限に考えております。今の給付費から見込むと、約２億円は必要

だと考えております。 

 

奥良秀委員長 その他、質疑はありますか。（「なし」と呼ぶ者あり）質疑を

終わります。討論はありますか。（「なし」と呼ぶ者あり）討論なしと

認めます。採決に入ります。議案第３号令和６年度山陽小野田市介護保

険特別会計補正予算（第４回）について、賛成の委員の挙手を求めます。 

 

（賛成者挙手） 

 

奥良秀委員長 全員賛成で可決すべきものと決しました。休憩を行い、１０時

３５分から再開します。それでは休憩に入ります。 
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午前１０時２５分 休憩 

 

午前１０時３５分 再開 

 

奥良秀委員長 それでは休憩を解きまして、委員会を再開いたします。続きま

して、議案第９号小野田地区保育所整備事業（建築・機械設備工事）請

負契約の締結について、執行部より説明を求めます。 

 

石田福祉部次長兼子育て支援課長 議案第９号小野田地区保育所整備事業建築

機械設備工事請負契約の締結について、子育て支援課より御説明いたし

ます。これは、日の出保育園について、既存園舎北側土地に、現在と同

規模の定員１２０人の保育所として建て替え、整備するものになります。

去る１月１４日に指名競争入札を行ったところ、１３億８６７万円をも

って、小野田地区保育所整備事業（建築・機械設備工事）アーステクノ・

嶋田工業特定建設工事共同企業体が落札いたしましたので、議会の議決

に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例第２条の規定に基

づき、落札業者と工事請負契約を締結するため、議会の議決を求めるも

のになります。次に新園舎に関する主な建設内容を御説明いたします。

事前にお配りしております資料１ページの配置図を御覧ください。現園

舎北側土地に新園舎を建設し、新園舎北側に私道から出入りがしやすい

よう送迎、来客用の駐車場を設けております。資料２ページの１階平面

図を御覧ください。１階は事務室、調理室、ランチルームと、ゼロ歳か

ら２歳児の保育室を設けております。このランチルームが新園舎の大き

な特徴の一つであり、調理室が見えるように、ランチ室を配置すること

で、園児が調理の様子を見学したり、大人数で食事を楽しめたりする空

間となるよう工夫しております。また、中央階段部分にホールを設け、

雨の日等でも室内で楽しく過ごせる場所を設けております。事務室は、

駐車場や来園者等園舎が見渡せる場所に設け、不審者等の早期発見、来

園者の応対の利便性を図っております。続きまして、資料の３ページ目
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の２階平面図を御覧ください。２階は遊戯室と３歳から５歳児のほう、

保育室を設けております。２階に遊戯室を設けることによって、浸水等

があった際の一時的な避難場所としての利用も可能としております。ま

た、中央階段部分のホールに絵本コーナーを設置し、園児が集える場所

を設けております。資料４ページ、５ページ目の立面図は、建物の外観

を示したものになります。新園舎は二階建ての鉄骨造りで、延べ床面積

１，６５７．３１平方メートルとなっております。この建築機械設備工

事の契約期間は、議会で可決された日から令和９年１月２９日までを予

定しております。なお、その後は外構１期工事等を行い、新園舎の供用

開始は令和９年秋頃、さらに既存園舎解体工事や外構２期工事等を行い、

全ての整備完了は令和１０年秋頃を予定しております。説明は以上とな

ります。御審査のほどよろしくお願いいたします。 

 

奥良秀委員長 執行部からの説明が終わりましたので、委員の質疑を求めます。

まず、議案にある入札についての質疑をしていただきたいと思います。 

 

山田伸幸委員 ３者で入札されましたけれど、入札に参加されませんかという

ことはどの程度されたんでしょうか。 

 

奥良秀委員長 この３者以外に入札の参加を依頼したかどうかという質疑だと

思いますが、いかがですか。 

 

山本建築住宅課主査兼建築係長 今回の入札は、山陽小野田市の指名業者、建

築のＡ等級、Ｂ等級の事業者を対象として公告しました。 

 

山田伸幸委員 Ａ等級、Ｂ等級の事業者は、それぞれ何者ありますか。 

 

山本建築住宅課主査兼建築係長 Ａ等級が６者、Ｂ等級が１０者となります。 

 

吉永美子副委員長 参加された３者ともＪＶを組んでおられますが、これはや
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はり単独の事業所では建設が難しいという考え方でしょうか。 

 

山本建築住宅課主査兼建築係長 今回の工事は、予定価格―２億円か２億５，

０００万円か、その規定額を超えますので、ＪＶでの公募として告示し

ました。 

 

山田伸幸委員 一時期、資材不足とか、人員確保が難しいとかがあったんです

けれど、今はその辺が落ちついていて、予定どおりにできる見込みが立

っているんでしょうか。 

 

山本建築住宅課主査兼建築係長 おっしゃるとおり、日本全体で職人不足があ

りますが、設計の段階で各業者、下請業者等と打ち合わせて、この工期

で間に合うということで発注しております。 

 

山田伸幸委員 職人もそうなんですけど、建築資材が随分足りないと聞いてい

ます。その辺はどうですか。そういうのは全部めどが立っているんです

か。 

 

山本建築住宅課主査兼建築係長 今回の工事で用いる資材については、この工

期内で調達でき、完成する見込みです。 

 

中岡英二委員 最低制限価格制度で入札されています。本市では低入札価格調

査制度を用いていないんでしょうか。 

 

山本建築住宅課主査兼建築係長 建築工事、土木工事は最低制限価格制度で入

札しております。ほかの機械設備や電気設備等の工事は低入札価格調査

制度の対象になっております。 

 

奥良秀委員長 このたび設計業務が遅延したということで、設計委託業者の成

果品が遅れたことによる影響はどのようにお考えでしょうか。 
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石田福祉部次長兼子育て支援課長 このたび委託業務が遅延したことで、この

工事の発注自体には影響は出ておりません。ですので、委託の業務は遅

れてしまいましたが、当初の工事期間はきちんと守られている状態と考

えております。 

 

奥良秀委員長 完成時期について、建物については令和９年秋という説明があ

ったんですが、当初はたしか令和９年４月だったんじゃないかと思いま

す。いかがでしょうか。 

 

石田福祉部次長兼子育て支援課長 説明が少し不足しておりました。工事の発

注については予定どおりの発注、つまり今年度中の契約ということで進

めております。しかし、以前に、実施設計業務委託の遅延の御説明をさ

せていただいたときに、当初、令和９年４月オープン予定であったのが、

現在では同年の秋オープン予定になっておりますので、半年遅れにはな

っております。 

 

奥良秀委員長 材料費や人件費が上がってきていると思うんです。これが遅れ

たことによって、金額が上がるという見込みはあるんでしょうか。今後、

予算を追加することが必要になってくるかどうか、どうでしょうか。 

 

石田福祉部次長兼子育て支援課長 その点につきましては、先のことですので、

あくまで推測にはなりますが、工事自体は令和９年１月２９日までとし

ておりまして、新園舎の供用開始は令和９年秋の予定としております。

先ほど半年遅れと説明させていただきましたが、遅れるのは半年程度で

すので、それほど大きな影響はないものと考えております。 

 

山田伸幸委員 これは建設の契約とずれるかもしれないんですけれど、以前は

定員をもっと増やそうという話もあったんです。定員を１２０人としま

したが、例えば、ほかで受け入れられなくなった児童を受け入れるとき
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など、公共としての責任を果たすことが迫られたときに、今の定員で大

丈夫なんでしょうか。 

 

奥良秀委員長 山田委員、今は入札の質疑を行っていますので、ちょっと待っ

てください。後ほど質疑していただきます。その他入札の件、価格など

についてはいかがですか。よろしいですか。（「はい」と呼ぶ者あり）

では、先ほどの資料等があり、また、議場で市長から説明もありました。

そして、今、山田委員から定員の１２０名について、保育所の運営のこ

とについての質疑がありましたので、答弁を求めます。 

 

石田福祉部次長兼子育て支援課長 先ほど山田委員がおっしゃられたように、

当初の計画では定員は１７０名としておりました。近年の出生数等を考

慮しまして、現在、定員を１２０名に変更しております。このあたりの

公立保育所の定員の設定につきましては、今後も出生数や保育の需要の

動向や、私立保育所の受入状況を注視しながら、保育の需要の大幅な増

減が見込まれる状況となった際には、その時点で改めて適切な定員設定

についての検討が必要と考えております。 

 

山田伸幸委員 定員のことで言いますと、求められる面積要件がありますね。

これは１２０名定員だとどの程度の面積になるんでしょうか。 

 

野村子育て支援課課長補佐 面積要件につきましては、各年齢に応じてそれぞ

れ定められております。１人当たりの面積が、乳児室につきましては１．

６５平方メートル、ほふく室につきましては３．３平方メートル、１歳

児保育室につきましては１．６５平方メートル、２歳児から５歳児につ

きましては１．９８平方メートル、２歳児以上の児童が対象となる遊戯

室については１．９８平方メートル必要となります。これらを基に計算

しまして、各部屋に十分ゆとりがあるような形で面積を計算して設計し

ているところです。 
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奥良秀委員長 先ほどの入札の件で質疑漏れがありました。このたびの金額な

んですが、平方メートル当たりの坪単価はどのようになっているのでし

ょうか。 

 

石田建築住宅課主査 平米単価は、約７８万７，０００円になります。 

 

奥良秀委員長 今の回答は、平米単価ですね。坪単価で言ったら幾らですか。 

 

石田建築住宅課主査 約２５９万７，０００円になります。 

 

奥良秀委員長 近年、いろいろな建物を建てていると思うんですが、坪単価２

５９万円は、当市にとって高いのか、安いのか、いかがですか。 

 

山本建築住宅課主査兼建築係長 同じ建物ではありませんが、令和２年に行っ

た山陽保育所の工事と今回の小野田保育所の工事を比較すると、山陽保

育所の予定価格と比べて、小野田保育所の価格は平米単価で１．３６倍

になります。同じ項目の鉄筋のＤ－１０や、コンクリート１８Ｎを比較

すると、１．４倍の価格になります。また、交通誘導員の労務単価で見

ますと、１．３倍となります。ですので、この価格の差というのは、ほ

ぼ物価上昇によるものと見て差し支えないと考えます。 

 

奥良秀委員長 そうであるならば、市としては、この単価は妥当と考えている

ということでよろしいでしょうか。 

 

山本建築住宅課主査兼建築係長 妥当な金額と判断しております。 

 

古豊和惠委員 今から工事に入ると思うんですけれども、毎日１２０名の園児

がこの細い道を通っています。安全性はどうですか。細い道で、入り口

を少し工事されています。前回はトラックが入るだけでも結構入りにく

いなど、いろいろ大変だったんです。これから工事が始まると、もっと
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もっとたくさんのトラックとか人とかが入ってくると思うんです。その

辺りの安全面は大丈夫ですか。それから、この先に抜ける道があります

けれども、そこを通ってこられる方も結構いるんですが、その辺りの安

全性をどう考えていらっしゃいますか。 

 

山本建築住宅課主査兼建築係長 入札の際の条件で、敷地の西側の道、いとう

眼科との間の道ですけど、平日８時から８時３０分までは工事車両は通

行しないように求めています。また、敷地の外周に２メートルの仮囲い

を設けますが、市道に出る交差点のところはセットバックして、交差点

の見通しが悪くならないようにします。また、出入口には交通誘導員を

配置して、安全を確保したいと思っています。それ以外は、もし可決し

ていただけましたら、受注事業者とよく協議して安全確保に努めてまい

りたいと思っております。 

 

石田福祉部次長兼子育て支援課長 可決していただいてから工事の請負業者と

詳細を詰めていくようになろうかと思います。その辺りが分かりました

ら、日の出保育園に子供を預けられている保護者等への周知もしっかり

行いながら安全管理に努めたいと思っております。 

 

古豊和惠委員 安全管理をしっかり行っていただけるということですね。さっ

き言いました国道へ抜ける道については、今は８時から８時３０分は工

事車両が通れないということですが、保護者都合でほかの時間帯に連れ

て行く方も結構多いんです。そうすると、工事は今後何年間か続くわけ

ですから、抜け道としてそこを使う方も増えるんじゃないかと危惧して

おります。工事車両が通るところだけではなくて、抜け道についても市

として考えていただければと思うんですが、いかがでしょうか。 

 

石田福祉部次長兼子育て支援課長 委員がおっしゃられたように、そこにお住

まいの方もたくさんいらっしゃいます。その辺りの安全管理もしっかり

努める義務があると思っておりますので、お住まいの方や保護者の方に
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対して、工事車両が通る時間帯や通らない時間帯、ここが通れるか、通

れないかということについては、文書等で適切にお知らせし、各自安全

に気をつけながら登園していただくような形を取りたいと思っておりま

す。 

 

古豊和惠委員 奥に住んでいらっしゃる方にとっては、自分には関係ない工事

なわけです。工事が始まることによって生活に支障を生じることも考え

られると思いますので、やはりそこに住んでいらっしゃる方たちへの対

応をしっかり取ってください。表道が通れないなら裏道を通ろうとされ

る方もいらっしゃるかもしれませんので、その辺りの対応をしっかりし

ていただきたいと思っております。 

 

前田浩司委員 図面の２ページ目なんですけれども、ほふく室の定員は１２人

と書かれています。１歳児については１８人です。一番左側に乳児室が

ありますが、ここの定員は何人くらいですか。 

 

野村子育て支援課課長補佐 こちらにつきましては、乳児室とほふく室を合わ

せてゼロ歳児を保育する部屋と考えております。合わせて１２人を予定

しております。 

 

前田浩司委員 乳児室とほふく室で合わせて定員１２人だと全部足しますと、

１２０人になりますね。定員を増やしたときに、１７０人くらいにする

ことは可能なんですか。 

 

野村子育て支援課課長補佐 先ほど申しました面積要件のお話ですが、各部屋

とも１人当たり求められる面積に対して若干余裕を設けておりますので、

その面積要件を満たす限りは受け入れることが可能となっております。 

 

前田浩司委員 参考までに伺います。１歳児室について、現行１８人と書いて

ありますが、何人ぐらいまで入れるんですか。 
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野村子育て支援課課長補佐 面積要件から考えると、２９人までは可能となっ

ています。しかし、実際に安全な保育等を行うことなどを考えますと、

極端に増やすことは難しいと思っております。 

 

山田伸幸委員 建物のことについて、先ほど特徴ということでランチルームを

挙げられました。これは何歳児から何歳児までを、そして一度に何人受

け入れられる予定なんでしょうか。 

 

野村子育て支援課課長補佐 ランチルームの対象者は、ふだん２階で保育して

いる３歳児から５歳児までを考えております。３歳児から５歳児までの

人数は、７０人の予定となっておりまして、ランチルームでは大体２回

に分けて食事を提供しようと思っておりますので、１回当たり３５人か

ら４０人ぐらいずつ、交代でランチを提供しようと考えております。 

 

山田伸幸委員 何人で調理に当たっておられるんでしょうか。 

 

野村子育て支援課課長補佐 調理員の人数は６人程度です。 

 

山田伸幸委員 先ほどホールのことも特徴に挙げられていたんです。外で遊べ

ないときにここも使えるということなんですけど、角がいろいろあるよ

うに見えるんですけど、安全性についてはどのように考えておられます

か。 

 

石田福祉部次長兼子育て支援課長 ２階の遊戯室等については、子供が走るこ

とが想定されますので、安全面については、都度、工事業者と打合せを

しながら、安全に利用できるように努めてまいります。 

 

野村子育て支援課課長補佐 言われているのは、ホールの柱の角などになるか

と思います。園児の安全面を考えて、そういったところにはクッション
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材を利用するなどを今後考えていきたいと思っております。 

 

山田伸幸委員 浸水の対象地域となっているんですけれど、いざというときに

対応するために、かさ上げ等はどの程度まで考えておられるんでしょう

か。 

 

野村子育て支援課課長補佐 土地のかさ上げにつきましては、この辺りで一番

低いところが、資料の図面の左下にある公共の下水ますになります。そ

こをゼロメートルと考えまして、そこからグランドレベルで８０センチ

メートルのかさ上げを予定しております。 

 

中岡英二委員 交通渋滞対策として予備の出口がありますが、それ以外の交通

渋滞対策は考えておられますか。 

 

野村子育て支援課課長補佐 新しく日の出保育園が建ちますと、市道のところ

に入り口を設けまして、そちらで出入りがしやすいようになっておりま

す。こちらの市道につきましては、現在、土木課が事業を進めているの

ですが、市道の拡幅と渋滞緩和を目的とした道路改良の設計業務を発注

しているところです。今、地元にも個別の説明に入っているということ

で、道路を今後改良していく中で、保育園の入り口等についても配慮し

ていただけるよう、土木課に伝えていきたいと思っております。 

 

吉永美子副委員長 ねたろう保育園が先輩保育所として出来上がっております

が、ねたろう保育園でよかったことをどのように取り入れたか。逆に、

ねたろう保育園での反省点からこうしたなどがあればお知らせください。 

 

野村子育て支援課課長補佐 ねたろう保育園でよかった点は、もちろん十分取

り入れたつもりです。ねたろう保育園での反省点というところから取り

入れたのがランチルームです。ねたろう保育園にはランチルームがなか

ったので、各保育室でランチをしたり、場合によっては遊戯室を使った
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りしてランチを行っているのですが、やはりそういった専用の部屋があ

ったほうがよかったという声を聞いておりますので、その辺を工夫して

ランチルームを取り入れています。また、ねたろう保育園にホールはな

く、ホールと同じような形で、廊下で子供たちが雨の日などに遊ぶよう

にしていますが、廊下部分には空調がなく、どうしても夏や冬はそこが

使いにくいというのがありましたので、新しい日の出保育園ではホール

部分に空調を完備して、天候、季節にかかわらず中で十分遊べるような

スペースを確保しています。新しい建物を建てるに当たってよかった点

は特段考慮していませんが、基本的にねたろう保育園の建物は全てよか

ったものと捉えて同じような形での設計をしております。 

 

吉永美子副委員長 以前から言ってきたつもりですが、ねたろう保育園には木

材をかなり使っていて、優しい感じを出しておられます。木材の使用に

ついて、まずお聞かせください。 

 

石田建築住宅課主査 ねたろう保育園と同様に、腰壁を木材で使用しておりま

す。 

 

吉永美子副委員長 ねたろう保育園は出来上がっているのでイメージできるわ

けですが、日の出保育園はこれから建設なので、この図面でしかイメー

ジできませんよね。ねたろう保育園のイメージで行くと、床などいろん

なところで木材のイメージが出てくると思ってよろしいでしょうか。 

 

山本建築住宅課主査兼建築係長 デザイン的にはねたろう保育園と同じような

ものができるものと考えて差し支えありません。 

 

吉永美子副委員長 山陽小野田市は、現代ガラスのまちとして取組を進めてい

ます。いろんなところでガラスに触れる機会をつくってほしいとずっと

訴えてきました。子供のときから現代ガラスに触れることの必要性は感

じておられると思うんですけども、どのように取り入れますか。 
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石田福祉部次長兼子育て支援課長 ガラス文化は、山陽小野田市の特徴の一つ

と捉えております。ねたろう保育園には、園児や市内の未就学児の方に

参加していただいて、ガラス作家と共同して制作された作品を廊下に展

示しております。山陽小野田市はスマイルシティということで、それを

象徴する、笑顔あふれる作品として保育園に展示しております。しかし、

参加した子供の保護者からは、手元に置いておきたかったという声も少

なからず聴いております。日の出保育園につきましては、その辺りも工

夫できればと考えておりまして、玄関等に作品の展示ケース等を設置し

たいと考え、検討しているところです。 

 

吉永美子副委員長 子供たちの作品ではなくて、表彰されたガラス造形作家な

どの作品を展示するということですね。 

 

石田福祉部次長兼子育て支援課長 これはガラスの担当課であります文化スポ

ーツ推進課等とも検討が必要と考えております。ガラス作品は美しいも

のですので、小さいときに日常の中でそれを目にする機会をつくること

は子どもの感性や情緒を豊かにすることにつながると考えております。

まずは安全が第一だとは思いますが、その辺りの展示につきましては担

当課と十分協議して、展示できる方向で進めたいと思っております。 

 

吉永美子副委員長 私は、子供たちの作品が全てだとは思っていないんですよ。

反省点はそこじゃないですか。結局、作品はよかったんだけど、よかっ

たからこそ持って帰りたいという子が出てきたときにどうだろうかとい

う感想が出たということが、一つの反省点じゃないかと思っています。

それが改善されたかどうかというのは、この議案と関係ないからあれで

すけども、例えば何々組というプレートをガラスでつくると子供たちで

は手が届きませんので、落ちない限り壊れることはないわけです。そう

いったいろいろな工夫ができると思うんですよ。そこがどこまで工夫さ

れたのか。子供たちの展示が全てではないので、そこが議論されたかど
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うかを聞きたいんです。 

 

野村子育て支援課課長補佐 今、検討していることをお話しさせていただきま

す。例えば、卒園する子供たちが卒園制作みたいな形でガラス作品をそ

れぞれつくって、それをこの玄関のところに展示して、園児たちが卒園

するときに持って帰ってもらう、そういった形も一つの方法であるかな

ということで検討しております。 

 

吉永美子副委員長 先ほど申し上げたようないろんなやり方があると思います

ので、やっぱりきちんと検討しながら進めていただきたいと思いますが、

いかがでしょうか。 

 

石田福祉部次長兼子育て支援課長 先ほど私が申し上げた、玄関にガラスを展

示するというのも一つの方法だと思います。今、野村が言いました、体

験して、展示して、卒園のときに持って帰るというのも一つの方法だと

思います。副委員長が言われました、組名をガラスでつくるのも一つの

方法だと思います。どの方法が最もガラス文化の発信につながり、日の

出保育園新園舎に最もふさわしい方法かというのは、しっかり協議を進

めていきながら、ガラスを取り入れる方法を考えていきたいと思います。 

 

山田伸幸委員 子供たちの動線なんですけれど、基本は正面玄関から入るとい

うことでよろしいでしょうか。 

 

野村子育て支援課課長補佐 図面の１ページ目の配置図を御覧ください。登園

については、駐車場に車をとめていただいて、この建物の左側、西側に

なるのですが、そちらから入っていただいて、ぐるりと回ってそれぞれ

クラスの南側、図面でいうと下側になっております。ぐるりと回って登

園するような形を考えております。 

 

山田伸幸委員 そうすると、事務室から見えなくなりませんか。 
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野村子育て支援課課長補佐 事務室は、この図面で言いますと左上の角になり

ますので、登園する園児を全て見通せる場所となっております。 

 

山田伸幸委員 事務室から見たときに、正面玄関があり、その向こうに駐車場

から子供たちを連れて左側の階段のほうから入ってくるということにな

った場合、両方を見渡すのは不可能だと思うんですよ。目が行き届くか

どうかというところを考えたときに、事務室の配置場所について心配は

ないでしょうか。 

 

野村子育て支援課課長補佐 事務室は、一番見通しの利く場所に設置するよう

に考えておりまして、図面としては左上の箇所としております。建物に

はもちろん死角になる場所等もございますので、そういった場所につき

ましては監視カメラ等を設置して、防犯等の対策をしていこうと考えて

おります。 

 

山田伸幸委員 図面１の配置図を見ると、道路が目の前に面しているわけです。

そちらから進入しようとするときに、お迎えなど時間帯的にもいろいろ

あろうかと思うんですけれど、進入を防ぐ手だてはありますか。どうい

った人が来るか分かりませんので、何か手だてを考えておられるんでし

ょうか。 

 

野村子育て支援課課長補佐 侵入者を防ぐ手だてとしましては、まず建物で防

ぐということで、図面で言いますと事務室のすぐ隣に柵をしますし、逆

側のところにも柵をして防ぐ形を取っております。 

 

山田伸幸委員 正面玄関から入ってきて、そのまま子供たちの部屋に行くこと

も考えられるんじゃないかと思うんです。そうしたときにこれを止める

手だては何か考えておられますか。 
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野村子育て支援課課長補佐 そちらにつきましては、ふだんの防犯訓練等の形

にもなるのですが、さすまた等は備えますし、また、そういったことが

ありましたらすぐに警察に通報できるような装置を設けますので、そち

らでの防犯対策を行っていきたいと考えております。 

 

山本建築住宅課主査兼建築係長 先ほど駐車場への車の進入というお尋ねがあ

ったと思いますけど、事務室を北側に配置して、そちら側の窓から職員

が駐車場を見られるようにしております。また、玄関につきましても受

付がありますので、不審者がそちらにいても職員には分かるようになっ

ております。 

 

山田伸幸委員 そうしたら、誰にも気づかれずに正面から人が入ってくるのは

あり得ないということですか。 

 

石田福祉部次長兼子育て支援課長 防犯につきましては、いろいろな対策を講

じる予定というお話をさせていただきました。園にどなたかが来られた

ときには、保護者でない限りは基本的に受付をしていただくことも考え

ておりますので、玄関で一度確認できます。園児室に行くまでにそこで

一度職員が確認しますので、勝手に園の中に入ることはないと思ってお

ります。 

 

古豊和惠委員 現在、保育園には駐車場に停車して、フェンスから入ります。

フェンスに入って、それぞれの教室に子供たちを預けます。その際、フ

ェンスから子供たちが勝手に出たり入ったりしないように、鍵がついて

います。大人しか触れないような鍵が２か所につくということで、よろ

しいですか。 

 

野村子育て支援課課長補佐 登園につきましては左側の通路を使っていただき

ますので、そちらの柵は１か所になります。 
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古豊和惠委員 子供たちがぐるりと回って反対側から出ることはないんですね。 

 

野村子育て支援課課長補佐 図面３の右側につきましてもフェンス等を置きま

すので、ぐるりと回って子供が駐車場のほうに１人で出ることはないよ

うにしております。 

 

吉永美子副委員長 先ほど、ガラスの件で何組というプレートをガラスでつく

ると言ったのは、ねたろう保育園の担当課の人で、公の会議の場での発

言ではありませんので、そのことを言っておきます。工事について、環

境への配慮をどのようにされますか。 

 

野村子育て支援課課長補佐 日の出保育園につきましても、ねたろう保育園と

同様に太陽光発電を設けるようにしております。 

 

吉永美子副委員長 床暖房も同じようにされるんでしょうか。具体的にどの部

屋に設置するのか、当然決めておられると思うんですが、どのようにさ

れますか。 

 

野村子育て支援課課長補佐 床暖房につきましては、ねたろう保育園と同様に

ゼロ歳児室と１歳児室に設けるようにしております。 

 

古豊和惠委員 ホールのところに階段がありますが、これはどういう階段なん

ですか。造りを教えてください。 

 

野村子育て支援課課長補佐 吹き抜け形の階段にはしているのですが、２階か

らの園児の転落防止を一番に考えないといけないので、透明なサッシを

張って、園児が落ちないように対策した階段にしようと考えております。 

 

前田浩司委員 図面の１ページ目なんですけれども、調理室の上に検収室があ

りますね。例えば、業者が搬入で持って来られた動きを想定してお考え
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を伺いたいんですけれども、車が入ってきたらどこにとめて、どなたが

対応することを考えておられるのか、お聞きします。 

 

野村子育て支援課課長補佐 食材等の搬入につきましては、検収室の前がドア

になっておりますので、業者の方には車をすぐ前につけていただいて、

そこから検収室に搬入をする。そこで調理員が検収等した後、隣の下処

理室で下処理等を行い、調理するという流れになっております。 

 

前田浩司委員 ないとは思いますけれども、例えば、不審者がここに車をとめ

て出入りすることは想定できませんか。 

 

石田福祉部次長兼子育て支援課長 入り口ですので、いろいろなことを考える

と確実に大丈夫とは言いにくい面があるかとは思いますが、ここには給

食調理員がおります。物品の搬入としての検収室になりますので、ここ

についても職員の目が届きますので、人が中に入ってくるのはなかなか

想定しづらいと思っております。 

 

山田伸幸委員 市道日の出船越線からの入り口には塀がつくんですか。歩道と

駐車場の間はどうなるんでしょうか。 

 

野村子育て支援課課長補佐 １ページ目で言いますと、右側を入り口としてお

りまして、ここを通常の入り口と考えております。門扉はもちろんあり

ますが、ふだん出入りする場所なので門扉は常に開けたままになると思

っております。入ってくるときには、右上の入り口から入って場内を一

方通行にすることを考えております。この図面で言いますと、左側にス

ロープと書いてあるのですが、こちらが園の駐車場出口になり、右上の

入り口から入って左下側のスロープに抜けていく形で送迎時の混雑を防

ごうと考えております。 

 

吉永美子副委員長 ねたろう保育園と違って二階建てになって、大きな壁面に
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なるということでよろしいですね。そうすると、やはりキャッチフレー

ズがとても大事で、「スマイルシティさんようおのだ」ですね。そこに

スマイルのマークを入れることは考えてはおられませんか。 

 

石田福祉部次長兼子育て支援課長 現在、スマイルのロゴを入れるかどうかは

検討しておりませんが、道路に面する大きな建物になりますので、その

壁面の有効利用も検討していく必要があろうかと考えております。 

 

山田伸幸委員 先ほどの質問に対して答弁がなかったように思うんです。市道

日の出船越線と、それに付随する側溝について、この側溝と駐車場の間

は塀がつくんですか、つかないんですか。 

 

野村子育て支援課課長補佐 そこには塀とフェンスを造る予定としております。 

 

奥良秀委員長 いとう眼科の間の道路は、どういった道路になるんですか。 

 

山本建築住宅課主査兼建築係長 赤字道となります。 

 

奥良秀委員長 どちらの管轄になるんですか。 

 

山本建築住宅課主査兼建築係長 所轄としては土木課になりますが、地元管理

となっております。 

 

山田伸幸委員 あそこの側溝は管理道じゃないんですか。 

 

山本建築住宅課主査兼建築係長 赤字道ですので、地元管理です。 

 

奥良秀委員長 配置図のところで、先ほど右上から入ってと言われました。色

が黒白になっているんですけど、同じく左側も黒白となってます。こち

らは乗り入れできないんでしょうか。 
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野村子育て支援課課長補佐 左側は予備の出口です。何かあったときに、急に

皆で一緒に出ないといけないときなどのための予備の出口としておりま

して、通常は締め切ったままにしておくと考えております。 

 

奥良秀委員長 締切りということは、施錠してあるということですか。 

 

野村子育て支援課課長補佐 そのように考えております。 

 

奥良秀委員長 配置図では車どめなどは分からないんですが、最近よくアクセ

ルの踏み間違いで店舗等に乗り込むことがあるんです。そういう対策は

取られているんでしょうか。 

 

野村子育て支援課課長補佐 こちらの駐車場につきましては、これから外構の

実施設計等を行っていく中で詳細に駐車場を設計していくことになりま

すので、その中でそういったことがないような配慮を盛り込んでいきた

いと考えております。 

 

奥良秀委員長 最初の説明で浸水対策と言われました。浸水する可能性がある

とお考えでしょうか。 

 

野村子育て支援課課長補佐 ここは全てのハザードマップで浸水想定区域とな

っております。 

 

奥良秀委員長 浸水するということであれば、二階に避難というのは分かるん

ですが、時間的にどのくらいで水が引くとお考えですか。 

 

野村子育て支援課課長補佐 全てハザードマップ上でのお話にはなりますが、

それぞれのハザードマップによって高潮、津波、洪水、それぞれ定めら

れております。一番起きる可能性が高いものとしては、洪水が心配され
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るところだと思います。こちらにつきましては、有帆川流域での雨量等

によっての洪水で、最大で３メートルほどの浸水があると想定されてお

ります。こちらにつきましては、降り方などによっては急激に増水する

こともありますので、気象情報等をよく見ながら対策を考えていきたい

と思っております。やはり一番大事なのは園児や職員の命を守ることで

すので、気象条件等に注意しながら対応していきたいと思います。 

 

奥良秀委員長 基本的には逃げるのが一番ということですね。 

 

野村子育て支援課課長補佐 そのとおりです。 

 

山田伸幸委員 ねたろう保育園での浸水ときに、床と地盤の間が５センチメー

トルくらいしかなくて、非常に苦労されたんです。それを踏まえて何か

対策されていますか。 

 

野村子育て支援課課長補佐 床下につきましては、ねたろう保育園は「置き床

工法」という工法を用いておりまして、これを用いることによっていろ

いろなメリットがあるのですが、デメリットとして下に空間ができてし

まうことがございました。浸水してしまった場合に、たまった水が抜け

ないというデメリットが大きかったので、今回、日の出保育園を建てる

に当たりましては、この工法を見直しまして、「フローリング直張り工

法」という工法を用いております。これにより床下の空間が存在しない

ことになりますので、浸水したとしても、床下に水がたまることはなく

なります。 

 

山田伸幸委員 ということは、かなり固い床になるんじゃないでしょうか。そ

の辺は大丈夫ですか。 

 

野村子育て支援課課長補佐 土間に直接板を張る形になりますので、少し固く

感じる方もいらっしゃいますが、フローリングの種類を変えることで対
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応は可能となっております。少しでも軟らかく感じる床にしたいと思っ

ております。 

 

古豊和惠委員 資料１ページ目、一番下です。新しい園舎と既存の園舎の間に

水路があると思うんです。その水路が官民境界線ですが、その水路の扱

は、今後、どのようにされるのか、お尋ねします。 

 

野村子育て支援課課長補佐 こちらの水路につきましては、既に造成工事の中

で加工しておりまして、上に蓋をかぶせるような形にしております。新

園舎と今の旧園舎が園庭となるんですが、その園庭がスムーズに行き来

できるようにフラットな形で加工しております。 

 

古豊和惠委員 水路ですから、やはり泥がたまるなどがあると思うんですが、

清掃する必要はなくなるわけですか。 

 

野村子育て支援課課長補佐 清掃は必要となります。数メートル間隔で外せる

蓋があります。それを外して掃除等を行うようにしております。 

 

古豊和惠委員 清掃は園のほうで行うわけですか。 

 

野村子育て支援課課長補佐 基本的には園の管理になりますので、そのように

考えております。 

 

中岡英二委員 予備出口は通常閉鎖されると理解しました。出口が二つあって、

それが交通渋滞対策だと思っていたんですけど……どういうときに開錠

するんですか。 

 

野村子育て支援課課長補佐 緊急時にどうしても一斉に出なければならないと

きなどです。そういったときのための予備の出口としております。 
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中岡英二委員 せっかく出口があるのに、なぜ空けないんですか。 

 

野村子育て支援課課長補佐 ふだんの送迎のときに出口が２か所ありますと、

どうしてもどちらに行くかなどで混雑しますので、混雑を避けることを

考えれば、ふだんの送迎は１か所の出入口にするほうがスムーズだと考

えております。 

 

中岡英二委員 送迎のときに混雑して、保護者の方から、なぜ出口があるのに

空けないんだろうかという声があるんじゃないですか。せっかく出口が

２か所あるのに、なぜ閉める必要があるのか。 

 

石田福祉部次長兼子育て支援課長 時間帯によってはかなりの数の保護者が送

迎に来て混雑することが予想されます。どちらを優先するかにもよりま

すが、現在、新日の出保育園につきましては、駐車場を一方通行にする

ことを重視しております。出口が二つあるほうがいいというお考えも理

解できますが、駐車場での事故等を防止するためには、１か所から入っ

て１か所から出ていくほうが安全面やトラブル解消には有効と考え、こ

のようにしております。 

 

中岡英二委員 赤字道は狭いですよね。そこが混雑したら危険じゃないですか。 

 

石田福祉部次長兼子育て支援課長 中岡委員が言われる道で、入る車と出る車

が離合しながら行き来しているのが現状です。新しい入り口から入るよ

うになれば、基本的には今の狭い道には出る車しかいなくなりますので、

入り口のところで入る車と出る車が右往左往することはなくなると考え

ております。 

 

山田伸幸委員 先ほどから話題に出ている道路側には出入口はないということ

でよろしいんでしょうか。 
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奥良秀委員長 出口があると思います。スロープというところが出口です。も

う一度質疑をお願いします。 

 

山田伸幸委員 境界線のところ、車道に出ていくところと人間が歩くスロープ

がありますよね。そこから人が出ることが可能なのか、どうなのか。 

 

奥良秀委員長 要するに、先ほどの赤地道に車以外が、例えば人が出ることが

あるかどうかという質疑ですね。執行部の答弁を求めます。 

 

野村子育て支援課課長補佐 図面で言いますと、建物が少しへこんだところが

あると思うんです。そこの左側のことを言われていると思います。ここ

は歩行者が出るところがございます。ふだんは施錠する形を考えていま

す。 

 

奥良秀委員長 これは何のためにあるんでしょうか。 

 

野村子育て支援課課長補佐 職員につきましては、建物の南側に駐車場等を設

ける予定としておりますので、職員が入ってくるためのものと考えてい

ます。 

 

奥良秀委員長 職員が入ってきたときに子供が外に出る可能性はないんでしょ

うか。 

 

石田福祉部次長兼子育て支援課長 基本的には園児が来るときには早出の職員

が既に出勤しております。子供が出ることも想定できますので、大人で

ないと開けられない鍵をつけたり、子供がいれば職員等が気をつけなが

ら出入りしたりすることで対応できると思います。 

 

奥良秀委員長 浸水について、一番の懸念は洪水と言われて、逃げるのが一番

だということなんですけど、説明の中では２階に避難という話もあった
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んです。避難するのであれば、備蓄も考えておかないといけないと思う

んですが、その辺のお考えはあるんでしょうか。 

 

石田福祉部次長兼子育て支援課長 大事なところなのでもう一度、補足も含め

て説明させていただきます。高潮、津波、洪水、について、ハザードマ

ップでは被害が想定されることになっておりますが、これらのハザード

マップの想定というのは、かなり大きい台風やかなりの雨量を想定した

ものになります。風水害であれば基本的に早めの対応ができます。津波

であれば時間帯にもよりますが、避難場所に避難することもできますし、

その暇がなければ屋上に避難することも可能です。洪水につきましては、

逃げる暇がないときには２階の遊戯室を利用して、何かあっても対応で

きるような施設の構造を考えて建設したいと思っております。 

 

奥良秀委員長 備蓄は考えていないということでいいですね。 

 

石田福祉部次長兼子育て支援課長 備蓄につきましては、今後、避難等が想定

されるときに、その辺りをどうするのか、前向きに検討してまいりたい

と思います。 

 

奥良秀委員長 その他、質疑はありますか。（「なし」と呼ぶ者あり）以上で

質疑を終わります。討論はありますか。 

 

山田伸幸委員 以前から、この場所についてはハザードマップの危険地域であ

るということ、そして、前面の「日の出町船越線」には常に渋滞があっ

て、子供たちの出入りについても非常に危険を伴うということで、議案

については反対とさせていただきます。 

 

奥良秀委員長 その他、討論はありますか。（「なし」と呼ぶ者あり）以上で

討論を終わります。それでは採決に入ります。議案第９号小野田地区保

育所整備事業（建築・機械設備工事）請負契約の締結について、賛成の
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委員の挙手を求めます。 

 

（賛成者挙手） 

 

奥良秀委員長 賛成多数で本件は可決すべきものと決しました。以上で本日の

委員会を散会します。 

 

午前１１時４５分 散会 

 

 

 

令和７年（2025 年）２月２１日 

                      

  民生福祉常任委員長  奥   良 秀   


